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2024年

1月15日 共和党党員集会がアイオワ州からスタート

1月23日 民主党予備選挙がニューハンプシャー州からスタート

3月5日 スーパーチューズデー

7月15日 共和党全国大会（～18日、ウィスコンシン州）

8月19日 民主党全国大会（～22日、イリノイ州）

9月16日 大統領候補者討論会①

10月1日 大統領候補者討論会②

10月9日 大統領候補者討論会③

11月5日 大統領選挙（一般投票）

12月16日 選挙人投票

2025年

1月6日 次期大統領、次期副大統領の正式決定

1月20日 大統領就任式

4月前後 施政方針演説（一般教書）

民主党 共和党

1月15日 党員集会

1月23日 予備選挙 予備選挙

2月3日 予備選挙

2月6日 予備選挙

2月8日 党員集会

2月24日 予備選挙

2月27日 予備選挙 予備選挙

3月5日

サウスカロライナ

ミシガン

スーパーチューズデー（予備選挙集中日）

州名

アイオワ

ニューハンプシャー

サウスカロライナ

ネバダ

ネバダ

米国大統領選挙年に強い米国小型株

S＆P500種指数のリターンを上回る米国小型株

いよいよ始まった米国大統領選挙年

【図表1：2024年大統領選挙（予備選挙・党員集会）】 2024年11月5日に米国で大統領・議会選挙が

行われます。いよいよ選挙イヤーが始まりました。

1月15日共和党第1戦はトランプ前大統領の勝利

 共和党の第1戦となった1月15日のアイオワ州党

員集会では、事前予想以上にトランプ前大統領

（以下トランプ氏）が圧勝し、その強さを内外に

見せつけました。

1月23日共和党第2戦もトランプ氏の勝利

 1月23日はニューハンプシャー州で共和党と民主

党の両党で予備選挙が行われました。共和党陣

営では第2戦となりました。第1戦後に、デサンティ

ス・フロリダ州知事やラマスワミ氏が撤退を表明した

ことから、対立候補者はヘイリー元国連大使（以

下ヘイリー氏）のみ、となりました。得票率は、ト

ランプ氏が54.1％、ヘイリー氏が43.8％と、トラン

プ氏の勝利でした。2月8日のネバダ州に続き、

24日に行われるヘイリー氏自身が州知事を務めた

サウスカロライナ州予備選挙での挽回が必要となり、

3月5日のスーパーチューズデーを待たずして共和

党の予備選挙は事実上、終了してしまう可能性も

あるとみられます。

1月23日民主党第1戦はバイデン大統領の勝利

 一方、民主党は、バイデン大統領が再選を目指す

と表明しており、また、有力な対立候補者がいない

状況での予備選挙となりました。ニューハンプ

シャー州の予備選挙では、バイデン大統領が

67.4％の得票を得ており、勝利を収めました。

（出所）各種資料を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（出所）各種資料を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【図表2：2024年大統領選挙の主なスケジュール】
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2023年11月30日 あなたの知らない「グローバル小型成長株の世界」
2023年09月15日 米国株式市場のアノマリーを確認
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チーフストラテジスト
石山仁（いしやま ひとし）

米国大統領選挙年に強い米国小型株

米国小型株 S＆P500
米国小型株－

S&P500

① ② ①－②

レーガンⅠ期 共和 1980年11月4日 33.8% 25.8% 8.0% 〇

レーガンⅡ期 共和 1984年11月6日 ▲9.6% 1.4% ▲11.0% ×

ブッシュ（父） 共和 1988年11月8日 22.4% 12.4% 10.0% 〇

クリントンⅠ期 民主 1992年11月3日 16.5% 4.5% 12.1% 〇

クリントンⅡ期 民主 1996年11月5日 14.8% 20.3% ▲5.5% ×

ブッシュⅠ期 共和 2000年11月7日 ▲4.3% ▲10.1% 5.8% 〇

ブッシュⅡ期 共和 2004年11月2日 17.0% 9.0% 8.0% 〇

オバマⅠ期 民主 2008年11月4日 ▲34.8% ▲38.5% 3.7% 〇

オバマⅡ期 民主 2012年11月6日 14.6% 13.4% 1.2% 〇

トランプ 共和 2016年11月8日 19.5% 9.5% 9.9% 〇

バイデン 民主 2020年11月3日 18.4% 16.3% 2.1% 〇

9.8% 5.8% 4.0%

16.5% 9.5% 5.8%

73% 82% 82%

米国小型株が

S&P500を

上回った年

平均

中央値

勝率

大統領 所属政党
大統領

選挙日

 大統領選挙年は経済政策が重要なテーマの1つとなります。2016年の大統領選挙ではトランプ氏が法人税

率やキャピタルゲイン税率の引き下げなどの大型減税、雇用創出のためのインフラ投資の強化、財政再建など

を主張しました。一連の経済対策は米国の競争力を取り戻すものとして、株式市場では好感されました。

 2020年の大統領選挙ではトランプ氏（当時大統領）は引き続き減税を主張、一方のバイデン氏は増税を

主張しました。また、産業政策ではトランプ氏がエネルギー業界や銀行業界の規制緩和を主張したのに対して、

バイデン氏は同業界の規制強化を主張しました。米国株式市場はこうした政策の違いに一喜一憂することに

なりました。

 経済政策が注目される大統領選挙ですが、1980年以降11回の大統領選挙を調べると、米国小型株のリ

ターンは平均で＋9.8％、勝率は73％です。また、82％の勝率でS&P500種指数を上回りました。両党が

打ち出す経済政策は、内需企業が多く、景気動向に敏感な小型株に有利に作用することが多いようです。

【図表3：大統領選挙が実施された年の騰落率】

（注）データは1979年末～2020年末。騰落率は大統領選挙年の前年末と当年末で計算。米国小型株はラッセル2000。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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